
山中の半日陰の岩上に生える、白っぽい青緑色で無毛の多年草。茎は高さ40-80cmになる。葉は卵形か

ら狭卵形で、長さ10-15cm、幅5-8cmの羽状複葉、小葉は卵形の裂片に分裂して欠刻がある。花序は長さ

10-30cmで総状に多数の花をつける。花は5-7月に咲き、緑黄色で、ときにいくらか暗紫色を帯びる。

県内では3ヶ所に知られているが、個体群が消失した場
所もあり、危機的な状況である。

生育地である岩場環境等の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ケシ科

兵庫県ランク…ヤマキケマン
環境省ランク… －Corydalis  ophiocarpa  Hook.f. et Thomson


